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精神保健福祉に関する制度とサービス

問題 61　次の記述のうち，「精神保健福祉法」に規定される精神科病院の管理者の役

割として，正しいものを 2 つ選びなさい。

1　入院者からの退院請求に対し，その者の入院継続の要否を審査する。

2　措置入院者に自傷他害の恐れが消失した場合，直ちに，その者を退院させる。

3　医療保護入院を行う場合，その旨を本人に書面で知らせる。

4　入院者に対して，行政機関の職員との面会を制限する。

5　都道府県知事に対して，医療保護入院者の入院届を出す。

（注）　「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のことで

ある。

問題 62　ひきこもり地域支援センターに関する次の記述のうち，正しいものを 1 つ

選びなさい。

1　ひきこもりに関する家族からの相談は対象外である。

2　ひきこもり支援コーディネーターを置く。

3　「精神保健福祉法」に基づき設置されている。

4　ひきこもりの支援対象の年齢は 15 歳から 49 歳までである。

5　連絡協議会の設置が義務づけられている。
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問題 63　医療保険制度に関する次の記述のうち，正しいものを 1 つ選びなさい。

1　75 歳以上の高齢者等は，他の医療保険から独立した公的医療保険に加入する。

2　国民健康保険の保険者は，国である。

3　医療保険は，現金給付ではなく現物給付である。

4　居宅サービス計画に基づく訪問看護の費用は，医療保険から支払われる。

5　高額療養費の自己負担額は，一律に設定されている。

問題 64　次のうち，市町村長が指定するものとして，正しいものを 1 つ選びなさい。

1　応急入院させることができる医療機関

2　地域相談支援を行う事業者

3　発達障害者支援センター

4　精神保健指定医

5　計画相談支援を行う事業者

問題 65　次のうち，自殺総合対策大綱に示された取組により養成される，見守り等

の役割を担う人材として，正しいものを 1 つ選びなさい。

1　ゲートキーパー

2　コミュニティソーシャルワーカー

3　ペアレントメンター

4　ピアスタッフ

5　カウンセラー
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問題 66　地域生活定着支援センターに関する次の記述のうち，正しいものを 1 つ選

びなさい。

1　利用には，精神障害者保健福祉手帳の所持が要件となる。

2　職員の配置においては，精神保健福祉士が必置となっている。

3　支援は，矯正施設出所後に開始される。

4　設置は，各市町村に 1か所となっている。

5　整備は，厚生労働省が所管する事業により進められている。

問題 67　保護観察所に関する次の記述のうち，正しいものを 2 つ選びなさい。

1　未成年者の保護観察は対象外である。

2　犯罪予防のための普及啓発を行う。

3　精神保健観察を行う。

4　刑事施設の仮釈放を決定する。

5　更生保護施設を併設する。

問題 68　医療観察制度に関する次の記述のうち，正しいものを 1 つ選びなさい。

1　「医療観察法」の目的は，対象者の社会復帰の促進である。

2　対象となる重大な他害行為には，恐喝が含まれる。

3　審判による処遇の決定は，精神保健指定医 2名以上の診断に基づき行われる。

4　精神保健審判員には，精神保健福祉士が任用される。

5　入院処遇は，急性期，回復期の 2段階に分けられる。

（注）　「医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及

び観察等に関する法律」のことである。
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問題 69　精神科病院に勤務するＪ精神保健福祉士は，栄養士と共同の発案で，糖尿

病を合併している統合失調症の患者に対する 6か月間の運動・栄養指導の評価プロ

グラムを，説明と同意の上で実施することとした。プログラムの開始前と終了時

（ 6か月後）の 2時点において，ＩＤを付したプログラムへの参加者 50 名の空腹時

の血糖値を測定した。参加者における 2時点の血糖値の平均値に，統計的有意差が

あるかを検証するために，統計的手法を用いた。

次のうち，用いた統計的手法として，適切なものを 1 つ選びなさい。

1　相関係数の算出

2　因子分析

3　リッカート法

4　対応のあるｔ検定

5　カイ二乗検定
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（精神保健福祉に関する制度とサービス・事例問題）

次の事例を読んで，問題 70 から問題 72 までについて答えなさい。

〔事　例〕

Ｋさん（50 歳，女性）は 80 代の両親と同居していたが，母親の死をきっかけに統合

失調症が悪化し，幻聴や妄想の出現により父親に対する暴言が顕著となった。Ｋさん

の様子を心配した父親は，Ｋさんが通院している精神科病院に受診させた。Ｋさんは

入院を拒んだが，父親が同意しＫさんは入院した。担当のＬ精神保健福祉士は，Ｋさ

んの気持ちを受け止めながら，自らの役割などをＫさんに丁寧に説明した。

Ｋさんの入院後，父親が介護保険の利用を開始するなど，生活環境は大きく変化し，

またＫさんの症状が残っていることから入院期間は 1年となってしまった。主治医は

Ｋさんの入院継続の必要性を認め，Ｋさんも入院の継続に同意した。（問題 70）

入院から 1年半後，主治医から退院に向けた今後の治療方針の説明がなされた。Ｌ

精神保健福祉士は，Ｋさんと父親双方の今後の生活について丁寧に話を聞いた。父親

はＫさんの面倒を見ることに限界を感じていた。またＫさん自身は，一人暮らしを希

望していた。そこでＬ精神保健福祉士は，退院に向けて「障害者総合支援法」に規定さ

れる地域相談支援サービスの活用を提案した。Ｋさん，父親も同意したことから，Ｌ

精神保健福祉士はそのサービスを提供するＸ事業所のＭ精神保健福祉士と連携し，ア

パートの体験利用を実施した。（問題 71）

退院後のアパートでの生活を継続するための話し合いをＫさん，父親，Ｌ精神保健

福祉士及びＭ精神保健福祉士とで行った。Ｋさんからは，定期的な巡回訪問や随時の

相談を受けて欲しいとの希望が出された。そこで「障害者総合支援法」に基づく別の

サービスの利用の検討を行った。（問題 72）

（注）　「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための法律」のことである。
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問題 70　次の記述のうち，この時点でのＫさんの入院形態の説明として，正しいも

のを 1 つ選びなさい。

1　審判期日によって入院が決定される。

2　入院には家族等の同意を必要とする。

3　精神保健指定医による退院制限は 72 時間を限度とする。

4　都道府県知事の権限によって入院させる。

5　入院には精神保健指定医 1名の診察を必要とする。

問題 71　次の記述のうち，Ｘ事業所が提供する地域相談支援サービスの説明として，

正しいものを 1 つ選びなさい。

1　おおむね週に 1回以上の支援を行う。

2　都道府県に支給申請を行う。

3　障害支援区分の認定を必要とする。

4　支給決定の有効期間は 3年である。

5　福祉事務所が作成する支援計画に基づき実施される。

問題 72　次の記述のうち，このサービスに関する説明として，正しいものを 1 つ選

びなさい。

1　標準利用期間は 6か月となっている。

2　サービス等利用計画の作成を必要とする。

3　宿泊型の訓練を実施する。

4　就労定着支援との併給ができる。

5　介護給付に基づくサービスである。


